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えあわせ: テーブルに並べたスマートフォンによる動画編集
EAWASE: Video Editing by Smartphones Arranged on the Table

嶋本 諒太 宮下 芳明∗

Summary. 旅行のように多人数で動画が撮影された状況では，大概それらの動画を一台の PCにまとめ，
動画編集に長けた一人が編集作業を担うことが多い．これでは，撮影者たちの意図が反映されない可能性
がある．そこで本稿では，動画を撮影したスマートフォンをテーブルに並べて，全員で動画を編集するシス
テムを提案する．提案システムにより，撮影者がそのまま編集者になり，全員で意思疎通を行いながら動画
を編集することができる．

1 はじめに

近年，スマートフォンの普及に伴い，スマートフォ
ンを用いて写真や動画の撮影を行う人が多く，旅行
のように多人数で各自が動画を撮影する状況が増え
ている．しかし，携帯端末で撮影した各動画を編集
する際，一台のPCにまとめ，動画編集に長けてい
る人に全ての作業を任せることが多い．動画自体は
各自が撮影したにも関わらず，編集作業を行う人が
一人だと，作成した動画に撮影した人の意図が反映
されにくい．

そこで本稿では，各自がスマートフォンで撮影し
た動画を，テーブルに並べたスマートフォンを用い
て編集するシステムを提案する．撮影者と編集者が
分かれて作業を行っていた従来の動画編集に対して，
撮影者全員が編集者になり，全員が撮影と編集の工
程に参加できる．全員が工程に参加できる長所とし
て，全員で協力して作ることから，動画編集がより
楽しい作業になる．また，もし動画に付加するエフェ
クトで迷う状況になっても，編集作業中に他の人の
意見を参考にすることができ，完成度の高い動画を
作成することができる．スマートフォンを用いる長
所として，文字入力やタッチ操作，ジェスチャ操作を
動画編集の操作に割り当てることができる．タッチ
操作にはシングルタッチ，マルチタッチやフリック
操作などがあり，ジェスチャ操作もまた同様に様々
で，これらを割り当てることで多様な操作を要する
動画編集に対応できる．

完成した動画を持ち帰り，各々が見返すときもそ
うだが，本システムにより動画を編集中に全員で話
すことで，随所の状況を改めて思い出すことができ，
より印象深い思い出作りにも貢献できる．
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2 関連研究

複数の動画を多人数で共有，編集するシステムと
して，市村らの同じイベントに参加した複数撮影者
の映像をサーバに集めて共有しインターネット経由
で映像編集できるWeb 動画編集システム Media-
Blocks[1]，谷らの遠隔共同動画編集のためのWeb
システム [2]がある．
ビデオクリップを持つオブジェクトを連結させ

て，動画を連結する ZigelbaumらのThe Tangible
Video Editor[3]がある．これは，ブロックをつな
げて動画を連結させるものであるが，専用デバイス
を準備しなければならない．その点，提案システム
では普段利用しているスマートフォンそのものを用
いるので専用デバイスが必要なく，動画素材を撮影
してからすぐに編集作業に移ることができる．
実オブジェクトの配置によって操作するシステム

として，牧野らのテーブル上に複数のカードのオブ
ジェクトを配置して音楽を生成，スクリーンにイメー
ジを表示するThe Music Table[4]，複数の正方形の
ブロックを配置することで音楽を生成できるBlock
Jam[5]がある．

3 システム

提案システムは，複数のスマートフォンをテーブ
ル上に配置して操作を行う．従来の動画編集ソフト
では，タイムライン上に動画素材を配置して編集す
るが，提案システムでは，スマートフォンを配置する
テーブルが仮想的なタイムラインに，動画を含む複
数のスマートフォンがそれぞれ動画素材に対応する．
現状では，スマートフォンに搭載されているCPU

の処理速度，記憶容量では動画を扱うのに限界があ
るため，各スマートフォンをクライアントとし，同
一ネットワーク上のサーバであるPCを介して動作
する．PCと各スマートフォンが通信を行い，サー
バサイドが動画の編集と作成に関わる演算処理を担
当している．各スマートフォンから動画素材をアッ



WISS 2011

プロードし，サーバサイドが動画処理に伴う演算処
理を実行，編集結果の動画を各スマートフォンがダ
ウンロードする流れとなっている．

3.1 動画素材の並び替えと連結

動画素材の並び替えは，スマートフォン自体を並
び替えることで行う．各スマートフォンは仮想的な
タイムライン上の動画素材になるので，動画素材の
順番を変える場合，スマートフォンを並び替えるこ
とで操作する．

動画の連結は，二台のスマートフォンの画面に指
を添えて，二つの動画をつまみ合わせるようにジェ
スチャ操作をすることで行う（図 1）．スマートフォ
ンが多数あっても，二台ずつ連結を行い，これを繰
り返すことで最終的に一つの動画にまとめる流れと
なっている．この二つの動画を結合する動作を繰り
返すことで，動画の数に縛られず，任意の数の動画
の結合が行える．

スマートフォンには上下の概念があるので，提案
システムではスマートフォンの位置検出を行ってい
ない．つまむ操作の向きとタイミングを考慮するこ
とで，カメラおよびセンサーを使わずに各スマート
フォンの位置検出が行える．

図 1. 動画の結合

3.2 トランジション

トランジションエフェクトとして，動画間のフェー
ドインとフェードアウトを付加する機能を実装した．
不等号「<」のように狭めたところから，指を広げ
ながら画面をなぞることで，フェードインを動画に
付加できる（図 2）．フェードアウトは逆の操作で行
う．トランジションは動画の連結が前提なので，上
記の操作をした後，3.1で述べた動画を結合する操
作をすることで，エフェクトが付加される．

図 2. フェードイン

3.3 タイトル，クレジットの挿入

動画素材をただ単純に並び替え，連結する機能以
外に，タイトルとクレジットを動画に付加する機能
を実装した．完成した動画の最初にその動画のテー
マをタイトルに表示し，最後には，誰が動画編集に
携わったか，クレジットとして名前をリストで表示
できる．タイトルを決定し，自分のスマートフォン
に名前を入力した後，スマートフォン上の，メニュー
の「動画完成」を選択することでタイトルとクレジッ
トが付加された動画になる．この機能により，全員
で撮影，編集したという一体感の向上にもつながる．

4 おわりに

本稿では，複数のスマートフォンを並べて多人数
で動画を編集するシステムを提案した．提案システ
ムは，多人数で動画を編集する状況を想定している
が，それは，一個人が複数のスマートフォンを持つ状
況が一般的に少ないからにすぎない．しかし，一個
人が動画を編集する状況でも，提案システムは有効
に働く可能性があると考えている．現在，Android
や iOSを搭載したスマートフォン以外にも，カメラ
を備えたタッチ式液晶端末（音楽プレイヤなど）を
持つ人は少なくない．今後は，ユーザ数が一人でも
多人数でも使えるようなインタフェースデザインを
検討していきたい．
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アピールチャート

未来ビジョン
これまで，コンテンツというものは，誰かプロ

によって制作されたものであり，私たちはその消
費者にすぎなかった．しかし，例えば旅行の思い
出を記録した動画は，それがプロのクオリティで
なくとも，個人や仲間内でとても大事なものであ
る．コンテンツの価値というのは，おそらくクオ
リティとは別のところにあるのだと感じている．
本稿のシステムで書き出した動画では，最後

に全ユーザの名前がクレジットとして流れるが，
エンドロールに自分の名前を見つけると，ちょっ
とした感動がある．この喜びも，かつてはプロの
人たちしか味わえなかったものである．
動画に限らず，みんなで力を合わせて何かを作

り上げる作業は，とても楽しい．そして，その体
験自体がもう一つの大事な思い出になる．
近い将来，コンテンツの制作者と消費者の区別

はなくなっていくだろう．そして，消費者として

の楽しみと制作者としての楽しみの両方を，誰も
が味わえる世界になるのではないかと考えている．


